
 

 

GAMMA10における空間電位二点同時測定によるプラグ・バリア ECH印加時の局所電場計測 

Simultaneous electrostatic potential measurement at two points 

during the period of Plug/Barrier ECH in GAMMA10 
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 電位分布や径電場の計測はプラズマ閉じ込め研

究において重要な課題である。タンデムミラー型

磁場閉じ込め装置GAMMA10において、セントラ

ル部に設置された金中性粒子ビームプローブ

(GNBP)を用いて、局所的な電位を二点同時に計測

している。 

 GAMMA10のプラズマは、ミラー磁場と装置端

部のプラグ・バリア部へのECH(Electron Cyclotron 

Heating)で形成される閉じ込め電位とによって閉

じ込められている。近年、GNBPは平行平板型の分

析器内のスリットを 2ヶ所とすることで、

32ch-MCP(Micro Channel Plate)の前部と後部にお

いて、二つの異なるイオン化点(計測点)のビームを

同時に計測できるように改良がなされている[1]。2

つのスリットの間隔は37mmであり、プラズマ中の

1cm離れた2点からのビームを計測する。この2点間

の電位差から、1ショットのプラズマにおいて電場

の時間発展を求めることが可能となった。 

今回計測したプラズマは ICRF(Ion Cyclotron 

Range of Frequency)パワー240kWで50-250msの間

維持され、途中150ms-180msの間に150kWのバリア

ECHが印加され、155-170msの間に300kWのプラグ

ECHが印加されている。プラグECH印加中には電

子線密度と反磁性量がともに増加している。図1

に2点同時計測された電位の時間変化を示す。今回

の電位測定位置はr~1cmと、r~2cmである。プラズ

マ電位はプラグECH印加直後に100V程度上昇して

いる。この2つの電位差から評価した径電場は

ICRF時間帯で-5V/cm程度であり、プラグECH印加

によって20V/cm程度上昇して正電場となったこと

が分かった(図２)。ビームスウィープにより測定し

た電位分布から評価したプラグ・バリアECH時間

帯の電場も正電場となっていることが、過去の実

験において確認されている[2]。今回の2点同時計測

により、その正電場形成の時間変化を詳細に得る

ことが可能となった。 
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図１；二点間の空間電位。図中の点線がr~1cm,実

戦がr~2cmの電位の時間発展であり、1.5msで平均

した。 
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図2；電場の時間発展 
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